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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成22年６月30日に提出した第43期（自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一

部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　連結財務諸表

(1）連結財務諸表

　注記事項

 （リース取引関係）

２　財務諸表等

(1）財務諸表 

　注記事項

 （リース取引関係）　
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３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。
 
第一部【企業情報】
第５　【経理の状況】
１　【連結財務諸表】
(1）【連結財務諸表】
【注記事項】
（リース取引関係）
　
（訂正前）

前連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

ファイナンス・リース取引
所有権移転外ファイナンス・リース取引
（省略）

ファイナンス・リース取引
所有権移転外ファイナンス・リース取引
（省略）

　
（訂正後）

前連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

ファイナンス・リース取引
所有権移転外ファイナンス・リース取引
（省略）

ファイナンス・リース取引
所有権移転外ファイナンス・リース取引
（省略）

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、
減損損失累計額相当額及び期末残高相当額

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、
減損損失累計額相当額及び期末残高相当額

（千円）

 取得価額
相当額

減価償却
累計額相
当額

減損
損失
累計
額相
当額

期末残高
相当額

建物及び
構築物 2,040,998623,553－ 1,417,444

機械装置及び
運搬具 269,772203,022－ 66,750

その他の有形
固定資産
(器具備品)

508,185223,868－ 284,316

合計 2,818,9561,050,444－ 1,768,511

（千円）

 取得価額
相当額

減価償却
累計額相
当額

減損
損失
累計
額相
当額

期末残高
相当額

建物及び
構築物 2,081,998774,160－ 1,307,837

機械装置及び
運搬具 153,520119,074－ 34,446

その他の有形
固定資産
(器具備品)

688,943393,26331,808263,870

合計 2,924,4621,286,49831,8081,606,155

２．未経過リース料期末残高相当額等
未経過リース料期末残高相当額

２．未経過リース料期末残高相当額等
未経過リース料期末残高相当額

１年内 236,588千円
１年超 1,711,547
合計 1,948,135

リース資産減損勘定の残高 －

１年内 272,408千円
１年超 1,554,985
合計 1,827,394

リース資産減損勘定の残高 31,808
３．支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却

費相当額、支払利息相当額及び減損損失
３．支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却

費相当額、支払利息相当額及び減損損失
支払リース料 405,131千円
リース資産減損勘定の取崩額 7,044
減価償却費相当額 273,954
支払利息相当額 148,080
減損損失 －

支払リース料 409,055千円
リース資産減損勘定の取崩額 －
減価償却費相当額 278,224
支払利息相当額 138,428
減損損失 31,808

４．減価償却費相当額の算定方法
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証
の取り決めがある場合は残価保証額）とする定額法
によっています。

４．減価償却費相当額の算定方法
同左

５．利息相当額の算定方法
リース料総額とリース物件の取得価額相当額の差額
を利息相当額とし、各期への配分方法については、利
息法によっています。

５．利息相当額の算定方法
同左
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２　【財務諸表等】
(1）【財務諸表】 
【注記事項】
（リース取引関係）
　
（訂正前）

前事業年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当事業年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

ファイナンス・リース取引
所有権移転外ファイナンス・リース取引
（省略）

ファイナンス・リース取引
所有権移転外ファイナンス・リース取引
（省略）

　
（訂正後）

前事業年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当事業年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

ファイナンス・リース取引
所有権移転外ファイナンス・リース取引
（省略）

ファイナンス・リース取引
所有権移転外ファイナンス・リース取引
（省略）

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、
減損損失累計額相当額及び期末残高相当額

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、
減損損失累計額相当額及び期末残高相当額

（千円） （千円）

 取得価額
相当額

減価償却
累計額相
当額

減損
損失
累計
額相
当額

期末残高
相当額

建物 1,971,048612,529－ 1,358,518
構築物 69,95011,024－ 58,925
機械装置及び
運搬具 251,188190,006－ 61,182

工具、器具及
び備品 501,097220,389－ 280,707

合計 2,793,2831,033,949－ 1,759,334

 取得価額
相当額

減価償却
累計額相
当額

減損
損失
累計
額相
当額

期末残高
相当額

建物 1,971,048725,614－ 1,245,433
構築物 69,95017,036－ 52,913
機械装置及び
運搬具 119,46891,223－ 28,244

工具、器具及
び備品 436,745241,78231,808163,154

合計 2,597,2121,075,65731,8081,489,746

２．未経過リース料期末残高相当額等 ２．未経過リース料期末残高相当額等
未経過リース料期末残高相当額
１年内 231,489千円
１年超 1,706,840
合計 1,938,329

リース資産減損勘定の残高 －

未経過リース料期末残高相当額
１年内 219,089千円
１年超 1,490,113
合計 1,709,203

リース資産減損勘定の残高 31,808
３．支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償
却費相当額、支払利息相当額及び減損損失

３．支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償
却費相当額、支払利息相当額及び減損損失

支払リース料 398,525千円
リース資産減損勘定の取崩額 7,044
減価償却費相当額 267,923
支払利息相当額 147,659
減損損失 －

支払リース料 369,361千円
リース資産減損勘定の取崩額 －
減価償却費相当額 241,388
支払利息相当額 136,438
減損損失 31,808

４．減価償却費相当額の算定方法
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証
の取り決めがある場合は残価保証額）とする定額法
によっています。

４．減価償却費相当額の算定方法
同左

５．利息相当額の算定方法
リース料総額とリース物件の取得価額相当額の差額
を利息相当額とし、各期への配分方法については、利
息法によっています。

５．利息相当額の算定方法
同左
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